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まえがき
このガイ ド について
このガイ ドでは、 McAfee VirusScan バージ ョ ン 4.5 以降の VirusScan 製品に
行われた主な変更点について説明します。 このガイ ドは、 以下のマニュアル
と一緒にお読みください。 マニュアルの入手方法については、 6 ページの
「関連マニュアル」 の 「詳細情報」 を参照して ください。

対象読者
このガイ ドの対象読者は次のとおりです。

• 企業のウイルス対策製品を担当しているネッ ト ワーク管理者

• ワークステーシ ョ ンのウイルス定義 （.DAT） ファ イルをアップデート
するユーザ。 または、 ウイルスの検出オプシ ョ ンを設定するユーザ。

この リ リースで追加された Mirror ユーティ リ ティに関する記述は、 管理者の
みを対象にしています。 通常、 ワークステーシ ョ ン  ユーザがこの機能を使
用するこ とはあ り ません。

マニュアル 内容

ePolicy Orchestrator 管理者ガイ ド McAfee ePolicy Orchestrator による製品

の配備

VirusScan ウイルス対策ソフ ト ウェア 
v4.5 コンフ ィグレーシ ョ ンガイ ド

（ePolicy Orchestrator 用）

McAfee ePolicy Orchestrator による

VirusScan 製品の設定

VirusScan ウイルス対策ソフ ト ウェア 
v4.5 ユーザーズガイ ド

VirusScan 製品の設定と使用方法

VirusScan ウイルス対策ソフ ト ウェア 
v4.5 管理者ガイ ド

ネッ ト ワーク環境での VirusScan の管

理

VirusScan v4.5 の README.TXT VirusScan 4.5 に関する重要な情報と既

知の問題
リ リース ガイ ド 5



まえがき
詳細情報

ヘルプ VirusScan 製品のヘルプ機能を使用する と、 よ り詳し
い情報を得るこ とができます。 ヘルプを起動するに
は、 VirusScan コンソールの ［ヘルプ］ メニューを使
用します。

README.TXT このマニュアルは製品に同梱されています。 製品に対
する最新の変更点、 現在のリ リースで見つかっている
問題点、 また現在のリ リースで解決されている問題点
などが記載されています。

CONTACT.TXT 弊社の連絡先に関する情報が記載されています。

関連マニュアル このガイ ドは、 VirusScan 4.5 とそのサービス  パッ ク
に付属の次のマニュアルを補足するものです。

• 管理者ガイ ド

• ユーザーズ ガイ ド

• コンフ ィグレーシ ョ ンガイ ド  
（ePolicy Orchestrator 用）

• README.TXT ファ イル

承認番号をお持ちの方は、 以前にリ リースされたマ
ニュアルを次の Web サイ トからダウンロードできま
す。

http://www.nai.com/japan/download/licensed.asp
承認番号をお持ちでない方、 あるいは最新の承認番号
がご不明な方は、 弊社カスタマ サービスまでご連絡
ください。
6 McAfee VirusScan ウイルス対策ソ フ ト ウ ェ ア  バージ ョ ン 4.5.1
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まえがき
日本ネッ ト ワークアソシエイツ株式会社
■東京

東京都渋谷区道玄坂一丁目 1 2-1 渋谷マークシティ  ウェス ト 20 階

TEL 03-5428-1100 （代表）

■西日本営業所

大阪府大阪市北区堂島 2 丁目 2 番 2 号　近鉄堂島ビル 18 階

■福岡営業所

福岡市博多区博多駅東 1- 10- 27 アスティア博多ビル 8Ｆ  
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1 このリ リースの新機能
この リ リースでは、 VirusScan に 5 つの新機能が追加されました。 新機能の
内容と詳細情報については、 以下のリ ス ト を参照して ください。

新機能

• 感染しやすいファイルのみのスキャン  （10 ページ）

• passive FTP の使用  （12 ページ）

• スキャン エンジンと .DAT ファ イルのアップデート   （13 ページ）

• Network Associates アップデート  サイ トの ミ ラーリ ング  （14 ページ）

• 自動アップデートの設定  （16 ページ）

• アップデート またはアップグレード後のプログラムの実行  （18
ページ）

• ネッ ト ワーク  ド ラ イブ スキャンのスケジューリ ング  （19 ページ）
リ リース ガイ ド 9



このリ リ ースの新機能
新機能

感染しやすいフ ァ イルのみのスキャン

前のリ リース スキャナですべてのファイル タイプをスキャンするか、 ユーザ定義リ

ス トで指定した拡張子のファイルだけをスキャンするのか設定できま
した。 拡張子の指定は ［指定した拡張子のみ］ ボタンで設定できまし
た。 

現在のリ リース • 新しいオプシ ョ ンである ［デフォルト  ファ イル］ を選択する と、
McAfee AVERT （Anti-Virus Emergency Response Team） が感染し
やすいタイプと して定義しているファ イルだけをスキャンするこ
とができます。 感染しやすいファイル タイプのリ ス トは、 最新の
ウイルス定義ファイル （.DAT） に含まれています。 デフォルトで
は、 このオプシ ョ ンが選択されています。

• この リ リースでは、 拡張子のユーザ定義リ ス トはユーザ指定ファ
イルという名前に変更されています。 

利点 すべてのファイルをスキャンする と、 完全なウイルス対策を行う こ と
ができますが、 ウイルス  スキャンにかかる時間が非常に長くな り ま

す。 
• ユーザ定義リ ス トにあるファ イル タイプだけをスキャンする と、

ウイルスに感染しにくいファイルをスキャンの対象外にするこ と
ができます。 

• デフォルトのファ イルをスキャンする と、 現在流行しているウイ
ルスに感染しやすいファイルだけがスキャンされます。 これは、
非常に経済的で、 効果的なオプシ ョ ンです。
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このリ リースの新機能
操作方法 オンアクセス  スキャン :  
1. ［スタート ］ > ［プログラム］ > ［Network Associates］ >

［VirusScan コンソール］ の順に選択します。 

2. ［Vshield］ をダブルク リ ッ ク して、 インス トールされたスキャン 
モジュールの ［状態］ ページを開きます。 通常、 ［システム ス
キャン状態］ ページが最初に開きます。

3. ［プロパティ］ をク リ ッ ク して、 インス トールされたスキャン モ
ジュールのプロパティ  ページを開きます。 通常、 ［システム ス
キャン プロパティ］ ページが最初に開き、 ［スキャン］ タブが表
示されます。

オンデマンド  スキャン :
1. ［スタート ］ > ［プログラム］ > ［Network Associates］ > 

［VirusScan］ または ［VirusScan コンソール］ の順に選択します。

2. コンソールに表示されたスキャン  タスクをダブルク リ ッ ク しま
す。 ［マイコンピュータのスキャン］ と ［C: ド ラ イブのスキャン］
の 2 つのスキャン タスクが表示されます。
リ リース ガイ ド 11



このリ リ ースの新機能
passive FTP の使用

前のリ リース FTP 経由でファイルをダウンロードするには、 active FTP を使用する

必要があ り ました。

現在のリ リース 自動アップデート、 自動アップグレード、 新規の Mirror ユーティ リ

ティでは、 passive FTP がデフォルトの設定になっています。 この概要

については 14 ページを、 詳細については第 4 章 の 47 ページ以降を参

照してください。 active FTP が必要な状況では、 ［PASSIVE FTP を使

用する］ の選択が解除できます。

利点 • ファ イアウォールやプロキシを使用する環境では、 ク ライアン ト
がコマンド  セッシ ョ ンとデータ  セッシ ョ ンの両方を開始するの
で、 passive FTP は効果的です。 これによ り、 ファ イアウォールま
たはプロキシと ク ライアン ト / サーバとの通信を減らすこ とがで
きます。 

• ネッ ト ワークによっては active FTP しか使用できない場合があ り
ます。 この環境では、 ク ライアン トがコマンド  セッシ ョ ンを開始
し、 サーバがデータ  セッシ ョ ンを開始します。 このよ うな場合に
は、 passive FTP オプシ ョ ンの選択を解除するこ とができます。
active FTP による転送は、 ファ イアウォールまたはプロキシを経
由して行われます。

操作方法 1. ［スタート ］ > ［プログラム］ > ［Network Associates］ > 
［VirusScan コンソール］ の順に選択します。 

2. ［.DAT の自動アップデート ］ をダブルク リ ッ ク して、 ［タスク  プ
ロパティ］ ダイアログ ボッ クスを開きます。 

3. ［設定］ をク リ ッ ク して、 ［自動アップデート ］ ページを開きま
す。

4. ［追加］ をク リ ッ ク して新しいダウンロード  サイ ト を設定するか、
［編集］ をク リ ッ ク して既存のサイ ト を編集します。
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このリ リースの新機能
スキャン エンジン と .DAT フ ァ イルのア ッ プデー ト

前のリ リース 自動アップデートでは、 Network Associates FTP サイ トから  .DAT ファ

イルだけがダウンロード され、 インス トールされました。 スキャン エ
ンジンのアップグレードは、 正規版の製品のアップグレード と して、
またはエンジンの部分的な リ リースに対するアップグレード して実行
できました。 また、 McAfee Super DAT ユーティ リ ティでもアップグ

レードが可能でした。

現在のリ リース 自動アップデート を設定する と きに、 ［最新のスキャン エンジンが存

在する場合は更新する］ が選択できます。 この機能を実行する と き
に、 ユーザが SuperDAT のエンジン アップグレード機能を開始する必

要はあ り ません。

利点 • .DAT ファ イルをアップデートする と きに、 スキャン  エンジンも
最新の状態にするこ とができます。

• エンジンのアップグレードに、 特別なユーティ リ ティは必要あ り
ません。

• 最新のリ リースが発表されるまで待たなくても、 最新のエンジン
を入手するこ とができます。

• 自動アップデートでは、 現在使用されている  .DAT とエンジンよ
り も新しい .DAT とエンジンがダウンロード されるので、 通信コ
ス ト を節約するこ とができます。

操作方法 1. ［スタート ］ > ［プログラム］ > ［Network Associates］ > 
［VirusScan コンソール］ の順に選択します。 

2. ［.DAT の自動アップデート ］ をダブルク リ ッ ク して、 ［タスク  プ
ロパティ］ ダイアログ ボッ クスを開きます。 

3. ［設定］ をク リ ッ ク して、 ［自動アップデート ］ ページを開きま
す。

4. アップデート  サイ ト を作成するか、 ［アップデート  サイ ト ］ ペー
ジに表示されたサイ トから選択します。 デフォルトでは、
Network Associates のダウンロード  サイ トが表示されています。
この リ ス トには、 最大 16 までのサイ トが追加できます。

5. ［拡張アップデート  オプシ ョ ン］ タブを選択します。 ［拡張アップ
デート  オプシ ョ ン］ の下に新規オプシ ョ ンが表示されます。

詳細情報 第 3 章、 「.DAT ファ イルのアップデート 」 の 35 ページ以降
リ リース ガイ ド 13



このリ リ ースの新機能
Network Associates ア ッ プデー ト  サイ ト のミ ラーリ ング

前のリ リース • ネッ ト ワーク管理者が、 ［後で使用するためにアップデート  ファ
イルを保存する］ を選択して、 アップデート  ファ イルのソース  
サイ トにネッ ト ワーク上の場所を指定するこ とができました。 

• アップデート を設定したコンピュータ上の .DAT ファ イルがアッ
プデート された後で、 その .DAT ファ イルがある  Network 
Associates FTP サイ トの内容が、 指定したネッ ト ワーク上の場所
にコピーされました。 

• ネッ ト ワーク上の場所は、仮想レプリ カまたは Network Associates 
の Mirror サイ トにな り ました。 

現在のリ リース • 現在のリ リースでは、 Network Associates アップデート  サイ トの
ミ ラーリ ングを行う インタフェース と機能が追加されました。 デ
ザインが似ている一連の設定ページと新しい ［自動アップデー
ト ］ ページを使用して、 ミ ラーリ ング機能がセッ ト アップできま
す。 

• VirusScan を ePolicy Orchestrator でインス トールする場合には、
Mirror ユーティ リ ティはデフォルトでインス トールされます。 

• VirusScan をインス トール ウ ィザードでインス トールする場合に
は、 カスタム インス トールを選択して、 ［Mirror Task］ を選択す
る と、 ミ ラーリ ング機能がインス トールされます。 
注 : カスタム インス トールで Mirror Task を選択するには、 ツ
リー ビューの VirusScan コンソールから自動アップデート を選択
します。 その下にある ［Mirror Task］ アイコンをク リ ッ ク して、
［この機能をローカルハードディ スクにインス トールします］ を
選択します。 カスタム インス トールの詳細については、 27 ペー
ジを参照してください。

利点 • ネッ ト ワーク上のコンピュータがインターネッ トにアクセスでき
るかど うかに関係なく、 コンピュータをアップデートするこ とが
できます。

• Network Associates FTP サーバよ り近くにあるサーバにアクセスす
るので、 ワークステーシ ョ ンへのダウンロードを高速に行う こ と
ができます。
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このリ リースの新機能
� ヒ ン ト : コマンド  ラ イン、 ログイン スク リプ ト、 またバッチ ファ イル
で新しいコマンド  ラ イン スイ ッチ /BATCH を使用する と、 自動アップ
デート、 自動アップグレード、 Mirror ユーティ リ テ ィが実行できます。
タスクの進行状況を示すダイアログ ボッ クスが表示されます。 状況を
示す最後のダイアログ ボッ クスは、 タスクが完了して 2 秒後に自動的
に消えます。 このスイ ッチの構文は、 定義しているタスクの条件によっ
て異な り ます。

MCUPDATE /TASK UPDATE /BATCH

MCUPDATE /TASK UPGRADE /BATCH

MCUPDATE /TASK MIRROR /BATCH

操作方法 この機能は VirusScan コンソールまたは ePolicy Orchestrator から実行で

きます。

VirusScan:
1. ［スタート ］ > ［プログラム］ > ［Network Associates］ >

［VirusScan コンソール］ の順に選択します。

2. ［VirusScan コンソール］ ウ ィンド ウで ［Mirror］ をダブルク リ ッ
ク して、 ［タスク  プロパティ］ ダイアログ ボッ クスを開きます。 

3. ［設定］ をク リ ッ ク して、 ［VirusScan Mirror サイ ト ］ ページを開
きます。 ［ソース  サイ ト ］ タブが表示されます。

4. ［追加］ をク リ ッ ク して、 ［Mirror オプシ ョ ン］ ページを開きま
す。

5. ダウンロードに使用する ミ ラー サーバのサイ ト と Network 
Associates FTP ダウンロード  サイ ト を定義します。 

6. ［宛先］ タブを選択して、 Network Associates FTP ダウンロード  サ
イ トのコンテンツをダウンロードする ミ ラー サーバのフォルダ 
パスを指定します。

ePolicy Orchestrator:
1. ePolicy Orchestrator スケジューラを開きます。

2. ［タスクの種類］ フ ィールドで ［自動アップデートの ミ ラー サイ
ト ］ を選択します。

詳細情報 第 4 章、 「Network Associates アップデート  サイ トの ミ ラーリ ング」 の

47 ページ以降
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このリ リ ースの新機能
自動ア ッ プデー ト の設定

前のリ リース • アップデート  ファ イルをダウンロードするサイ ト を最大 8 つまで
指定できました。 

• リモート  ネッ ト ワーク  コンピュータから  FTP 経由でアップデー
ト  ファ イルを転送するこ と も、 ローカル ネッ ト ワーク  コン
ピュータからファ イルをコピーするこ と もできました。

• アップデート  ファ イルを取得しても、 アップデート を実行せずに
後で使用するために保存するこ と もできました。 この方法では、
Network Associates ダウンロード  サイ トの仮想的なレプリ カが作
成できました。

• アップデートが正常に終了した後にシステムを再起動するよ うに
設定するこ とができました。

現在のリ リース • 新しいインタフェースでは、 ［自動アップデート ］ ページが表示
されます。 これは、 新しい Mirror ユーティ リ ティのデザインに良
く似ています。

• アップデート  ファ イルをダウンロードするサイ トは最大 16 まで
指定できます。

• アップデート  ファ イルは、 FTP を経由してアクセス可能な任意の
コンピュータから取得するこ とができます。 また、 ローカル コン
ピュータの共有フォルダからファ イルをコピーしたり、 自動アッ
プデート を設定したコンピュータからコピーするこ と もできま
す。 　

• Mirror ユーティ リ ティが追加されたため、 後で使用するために
アップデート  ファ イルを取得するオプシ ョ ンは破棄されました。

• アップデート後にシステムを再起動する必要はあ り ません。

• この リ リースでは、 .DAT ファ イルのアップデート時にスキャン  
エンジンもアップグレードできます。 この機能の詳細については、
13 ページの 「スキャン エンジンと .DAT ファ イルのアップデー
ト 」 を参照してください。

• 最新のリ リースでは、 .DAT ファ イルの転送に passive FTP が使用
できます。 この機能の詳細については、 12 ページの 「passive FTP 
の使用」 を参照してください。

利点 • 自動アップデートの設定インタフェース、 関連機能、 ミ ラーリ ン
グによって、 以前のインタフェースよ り も使いやすさが向上しま
した。

• 指定できるダウンロード  サイ トの数が増えました。

• アップデート後にコンピュータを再起動する必要はあ り ません。

• .DAT ファ イルのアップデート時に新しいスキャン  エンジンもダ
ウンロードできます。

• ファ イル転送に passive FTP が使用できます。
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このリ リースの新機能
操作方法 1. ［スタート ］ > ［プログラム］ > ［Network Associates］ >
［VirusScan コンソール］ の順に選択します。 

2. ［コンソール］ ウ ィ ンド ウで ［.DAT の自動アップデート ］ を選択
して、 ［タスク  プロパティ］ ダイアログ ボッ クスを開きます。 

3. ［設定］ をク リ ッ ク して、 ［自動アップデート ］ ページを開きま
す。 ［アップデート  サイ ト ］ タブが表示されます。

4. ［追加］ をク リ ッ ク して、 ［サイ ト  オプシ ョ ン］ ページを開きま
す。

5. 最新のウイルス定義ファイル （.DAT) を取得するネッ ト ワーク  コ
ンピュータにサイ ト を定義します。 ［OK］ をク リ ッ ク して ［アッ
プデート  サイ ト ］ ページに戻り ます。

6. ［拡張アップデート  オプシ ョ ン］ タブを選択して、 詳細設定オプ
シ ョ ンを指定します。

詳細情報 第 3 章、 「.DAT ファ イルのアップデート 」 の 35 ページ以降
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このリ リ ースの新機能
ア ッ プデー ト またはア ッ プグレード後のプログラムの実
行

前のリ リース • アップデートの完了後すぐにプログラムを実行するこ とができま
した。

• アップグレードの完了後すぐに、 プログラムを実行するこ とはで
きませんでした。

現在のリ リース • デフォルトでは、 アップデートの状況に関係なく、 プログラムが
実行されます。 この リ リースでは、 正常にアップデート された後
に起動するプログラムを指定するこ とができます。

• アップグレードの状況に関係なく、 アップグレード後に実行する
プログラムが選択できます。 

利点 • アップデート またはアップグレード後に実行するプログラムが指
定できます。

• アップデート またはアップグレードが正常に終了した場合にのみ
実行するプログラムを指定するこ とができます。

注 : 自動アップデート または自動アップグレード後に実行するプ
ログラムを選択する場合、 プログラムの実行時にユーザがシステ
ムにログオンしていなければなり ません。 ユーザがログオンして
いないと、 プログラムは実行されません。 このため、 特定の権限
しかないユーザは、 システム アカウン トの権限が取得できな くな
り ます。 ログオンしているユーザがいない場合には、 システム ア
カウン トによってシステムが制御されます。

操作方法 1. ［スタート ］ > ［プログラム］ > ［Network Associates］ >
［VirusScan コンソール］ の順に選択します。 

2. ［コンソール］ ウ ィ ンド ウで ［.DAT の自動アップデート ］ （また
は ［製品の自動アップグレード］ ) を選択して、 ［タスク  プロパ
ティ］ ダイアログ ボッ クスを開きます。 

3. ［設定］ をク リ ッ ク して、 選択したタスクのプロパティ  ページを
開きます。 

4. ［追加］ をク リ ッ ク して、 ［サイ ト  オプシ ョ ン］ ページを開きま
す。

5. アップデート  ファ イルまたはアップグレード  ファ イルを取得す
るコンピュータのあるサイ ト を定義します。 

6. ［拡張アップデート  オプシ ョ ン］ タブを選択して、 詳細設定オプ
シ ョ ンを指定します。
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このリ リースの新機能
ネッ ト ワーク  ド ラ イブ スキャンのスケジューリ ング

前のリ リース オンデマンド  スキャナには、 Windows NT または Windows 2000 環境

でネッ ト ワーク  ド ラ イブをスキャンする機能があ り ません。 スケ

ジュールされたタスクを実行するには、 スキャンの実行時にユーザが
ログオンする必要があ り ました。 また、 タスクを設定したユーザがロ
グオンしていないと、 スキャンが失敗しました。 

現在のリ リース 現在のリ リースでは、 スケジュールされたスキャンに特定のユーザ ア
カウン ト を関連付けるこ とができます。 スケジュールされた時刻にな
る と、 スキャナはこのアカウン ト を使用して、 スキャンを実行しま
す。

利点 • Windows NT および Windows 2000 環境でリモート  スキャンがス
ケジュールできます。

• 現在ログオンしているアカウン ト を指定するこ と も、 スキャン対
象のド メ インで適切な権限のある別のアカウン ト を指定するこ と
もできます （ePolicy Orchestrator では使用できません )。

操作方法 1. ［スタート ］ > ［プログラム］ > ［Network Associates］ >
［VirusScan コンソール］ の順に選択します。 

2. オンデマンド  スキャン タスクを選択します。 ［マイコンピュータ
のスキャン］ と ［C: ド ラ イブのスキャン］ がデフォルトのスキャ
ン タスクです。 ［タスク  プロパティ］ ダイアログ ボッ クスが開き
ます。

3. ［スケジュール］ タブを選択します。 

4. ［詳細設定］ をク リ ッ ク して ［ログオン アカウン ト ］ ダイアログ 
ボッ クスを開きます。
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このリ リ ースの新機能
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2 インス ト ール
概要
この章では、 インス トール ウ ィザードを使用して 1 台のコンピュータに
VirusScan バージ ョ ン 4.5.1 をインス トールする方法を説明します。 この章の
内容は次のとおりです。

• VirusScan のシステム要件

• 標準インス トールとカスタム  インス トール

• Network Associates アップデート  サイ ト をネッ ト ワーク  コンピュータ上
にミ ラーリ ングする機能

• インス トール後のコンポーネン トの追加と削除

• ワークステーシ ョ ンからの製品の削除

• 前のリ リースの VirusScan の設定を保存しておく方法

• コンピュータの再起動が必要な場合

� 注 : このガイ ドでは、 McAfee ePolicy Orchestrator で VirusScan の配備と設
定を行う方法については触れていません。 詳細については、 『ePolicy 
Orchestrator 管理者ガイ ド』 と 『VirusScan ウイルス対策ソフ ト ウェア 
v4.5 コンフ ィグレーシ ョ ンガイ ド （ePolicy Orchestrator 用）』 を参照し
て ください。 これらのマニュアルは製品 CD または McAfee ダウンロー
ド  サイ トで入手できます。

また、 このガイ ドでは次の情報についても触れていません。 詳細について
は、 『VirusScan v4.5 管理者ガイ ド』 を参照して ください。

• コマンド ラ イン  オプシ ョ ンによる製品のインス トール

• McAfee Management Edition による製品のインス トール

• 次の他社製ユーティ リ ティによる製品のインス トール

– SMS スク リプ ト  

– Windows NT ログオン スク リプ ト

– Tivoli IT Director 
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イ ンス ト ール
� 重要 : 他社製の製品またはスク リプ トで VirusScan をインス
トールする と きに、 ミ ラーリ ング機能もインス トールする方
法については、 23 ページの 「インス トールの前に」 を参照し
て ください。

• エマージェンシー ディ スク作成ユーティ リ ティの使用方法

• インス トールのテス ト
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イ ンス ト ール
システム要件
VirusScan は、 次の要件を満たす IBM PC または PC 互換のコンピュータにイ
ンス トールして実行するこ とができます。

• Intel Pentium ク ラスまたは同等のプロセッサを搭載しているコンピュー
タ。 Intel Pentium プロセッサまたは 166MHZ. 以上の Celeron プロセッサを
お勧めします。

• CD-ROM ド ラ イブ （CD からプログラムをインス トールする場合）

• ソフ ト ウェアのインス トール用に 55MB 以上のハードディ スク空き容量。
インス トール後に最適なパフォーマンスを得るには、 十分な空き容量が
必要です。

• 16 MB 以上の RAM。 OS のパフォーマンスを最適にするには、 Microsoft 
社のガイ ド ラインを参照して、 RAM の要件を確認して ください。

• Microsoft Windows 95、 Windows 98、 Windows NT 4.0 SP 4 以降、 Windows 
2000 Professional、 または Windows ME

• Microsoft Internet Explorer v4.0.1 以降

このバージ ョ ンの VirusScan は、 VirusScan 4.0.3 または 4.0.3a からアップグ
レードするこ とができます。 4.0.3 よ り前のバージ ョ ンまたは VirusScan TC 
バージ ョ ン 6 からはアップグレードできません。 これらのバージ ョ ンから
アップグレードするには、 インス トールされているバージ ョ ンを削除してか
ら  VirusScan 4.5.1 をインス トールして ください。

インス ト ールの前に
• この リ リースでは、 最新の .DAT ファ イルのある  Network Associates FTP 

サイ ト を ミ ラーリ ングするこ とができます。 詳細については、 第 4 章を
参照してください。

– VirusScan を  ePolicy Orchestrator でインス トールする場合には、 デ
フォルトで Mirror ユーティ リ ティがインス トールされます。

– インス トール ウ ィザードで VirusScan をインス トールする と きに、
ミ ラーリ ング機能もインス トールする場合には、 カスタム  インス
トールを実行して ［Mirror Task］ を選択する必要があ り ます。
［カスタム  インス トール］ ページで ［Mirror Task］ を検索するに
は、 ツ リー ビューの VirusScan コンソールを展開して、 自動アッ
プデート を表示します。 ［Mirror Task］ アイコンをク リ ッ ク して、
［この機能をローカル ハード ド ラ イブにインス トールする］ を選
択します。 カスタム  インス トールの詳細については、 27 ページを
参照して ください。
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イ ンス ト ール
• VirusScan インス トーラには、 VirusScan v4.5 や他社製のウイルス対策製品
など、 コンピュータにインス トールされているウイルス対策製品を削除
するアンインス トール機能が付いています。 

– サイレン ト  モードでインス トールする と、 このアンインス トール
機能によって、 コンピュータにインス トールされているウイルス
対策製品がすべて削除されます。

– SETUP.EXE で製品をインス トールする場合には、 インス トールさ
れているウイルス対策製品が検出される と、 システムから削除す
るかど うかを確認するプロンプ トが表示されます。 

– VirusScan 4.0.3 または VirusScan 4.5 がインス トールされている場合
は、 これらの製品の削除に同意しないと、 VirusScan 4.5.1 がインス
トールできません。

– VirusScan TC の場合には、 インス トールが失敗します。

– 弊社以外のウイルス対策製品がインス トールされている場合、 削
除に同意しなくても  VirusScan 4.5.1 はインス トールされます。 た
だし、 同じシステムに複数のウイルス対策製品が存在してしま う
ため、 致命的な障害が起きる可能性があ り ます。 別のウイルス対
策製品が存在するシステムに VirusScan 4.5.1 をインス トールした
場合には、 弊社のサポートの対象外にな り ます。

– VirusScan v5 などのリテール版がインス トールされている と、 エ
ラーが発生して Dr Watson が起動したり、 アンインス トールに失
敗する場合があ り ます。 リ テール版の製品は、 VirusScan をインス
トールする前に ［アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除］ 機能で削除す
るよ うにして ください。

– ウイルス対策製品が削除される と きには、 その製品固有の削除プ
ロセスが実行されます。 削除が終了する と、 コンピュータが自動
的に再起動します。 

– 多くの場合、 VirusScan はインス トールされている言語に関係なく
削除されます。 ただし、 McAfee and Dr Solomon のバージ ョ ン 4.0.1 
と  4.0.2 、 あるいは他社製品の場合、 英語版以外のバージ ョ ンは削
除されません。 

– 英語以外のバージ ョ ンまたはは他社製品がアンインス トーラで削
除されない場合には、 VirusScan 4.5.1 をインス トールする前に、
［アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除］ 機能を使用して、 インス トール
されている製品を削除するよ うにして ください。

– VirusScan 4.5.0 がインス トールされている場合には、 製品は削除さ
れずにアップグレード されます。

– VirusScan 4.0.3 の場合には、 製品が削除される前に、 スキャン設定
のコピーが作成されます。 インス トール プロセスの後半で、 いく
つかのスキャン設定を保存して、 VirusScan 4.5.1 に適用するこ とが
できます。
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• インス トールを開始する と、 Microsoft Windows Installer （MSI） v1.1 ユー
ティ リ ティが実行されているかど うかチェッ ク されます。 このユーティ
リ テ ィがないと、 インス トールはできません。 Windows 2000 Professional 
には正しいバージ ョ ンの MSI が含まれています。 前のバージ ョ ンの MSI 
がコンピュータにインス トールされている と、 正しいバージ ョ ンの MSI 
が自動的にインス トールされます。

• インス トール中にコンピュータの再起動が必要になる場合があ り ます。
コンピュータの再起動が必要になる状況については、 32 ページの 「コン
ピュータの再起動が必要な場合」 を参照して ください。

ソ フ ト ウェ アのインス ト ール
1. インス トールでのソフ ト ウェアの競合を回避するため、 システムで実

行されているアプ リ ケーシ ョ ンをすべて終了してください。

� 注 : Windows NT Workstation v4.0 または Windows 2000 Professional 
の場合には、 管理者権限が必要です。 他のオペレーティング シス
テムの場合には、 管理者の認証情報を使用してログオンして くだ
さい。

2. 次のいずれかの方法でインス トール ウ ィザードを開始します。

CD から :
a. コンピュータの CD-ROM ド ラ イブに CD を挿入します。

b. ［McAfee VirusScan インス トール］ ウ ィンド ウが表示されたら、
［インス トール］ をク リ ッ ク して、 インス トールを開始します。

［McAfee VirusScan インス トール］ ウ ィ ンド ウが表示されない場合
には、 CD の SETUP.EXE をダブルク リ ッ ク します。

ダウンロード した ZIP アーカイブから :
a. ハードディ スク上に一時フォルダを作成します。

b. WinZip、 PKZIP、 などのユーティ リ ティ を使用して、 VirusScan イ
ンス トール ファ イルを一時フォルダに解凍します。

c. 一時フォルダにある  SETUP.EXE をダブルク リ ッ ク して、 インス
トール ウ ィザードを開始します。

3. インス トール ユーティ リ ティが製品情報、 リ リース  ガイ ド、
README.TXT ファ イルを表示します。 この README.TXT には、 機能
の紹介、 このバージ ョ ンの VirusScan での既知の問題が記載されていま
す。 ［次へ >］ をク リ ッ ク して、 使用許諾契約を表示します。 
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4. 使用許諾契約をよ く読んでください。 VirusScan をインス トールするに
は、 使用許諾契約に同意する必要があ り ます。 ［ラ イセンス契約に同意
します］ を選択し、 ［次へ >］ をク リ ッ ク して次に進みます。 

• 前のバージ ョ ンがインス トールされていなければ、 ［セキュ リ ティ  
レベルを選択して ください］ ウ ィンド ウが開きます。 手順 6 に進
んでください。

• VirusScan 4.5 または VirusScan 4.0.3 がインス トールされている と、
［以前のバージ ョ ンが見つかり ました］ ウ ィ ンド ウが開きます。 こ
こで、 前の製品の設定を保存するこ とができます。 詳細について
は、 31 ページの 「設定の保存」 を参照して ください。

5. ［次へ >］ をク リ ッ ク して、 先に進みます。 Windows NT または 
Windows 2000 を使用している場合には、 ［セキュ リ ティ  レベルを選択
して ください］ ウ ィ ンド ウが開きます。

6. インス トール後に VirusScan に適用されるセキュ リ ティ  レベルを選択し
ます。 

• ［標準のセキュ リ ティ  レベル］ を選択する と、 ログオンしている
すべてのユーザが、 タスクの開始、 停止、 設定、 定義を行う こ と
ができます。

• ［高度なセキュ リ ティ  レベル］ を選択する と、 管理者権限のある
ユーザしかこれらのアクシ ョ ンを実行するこ とができません。 

オプシ ョ ンを選択したら ［次へ >］ をク リ ッ ク して、 ［インス トールの
種類］ ウ ィンド ウを開きます。

7. インス トールの種類を選択します。 

• ［標準インス トール］ を選択して ［次へ >］ をク リ ッ クする と、 次
の機能がインス トールされます。

– VirusScan （オンデマンド  スキャン） コンポーネン ト とアプ リ
ケーシ ョ ンの拡張機能。 ハードディ スク上のオブジェク ト を
右ク リ ッ ク して、 スキャンを開始するこ とができます。 

– VirusScan コンソール。 すべてのコンポーネン トの設定ユー
ティ リ ティが実行できます。

– VShield システム  スキャン （オンアクセス  スキャン） モ
ジュール .

– E-Mail スキャン。 メール メ ッセージと添付ファ イルをスキャ
ンします。

– インターネッ ト  スキャン。 ダウンロード  スキャン （悪意のあ
る  Java アプレッ トや ActiveX コン ト ロールから保護します）
と インターネッ ト  フ ィルター （危険なインターネッ ト  サイ ト
へのアクセスをブロ ッ ク します） の 2 つのモジュールがあ り
ます。
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– ウイルス送信ユーティ リ ティ。 解析のため、 感染の疑いのあ
るファ イルを  McAfee A.V.E.R.T （Anti-Virus Emergency 
Response Team） に送信できます。

– VirusScan コマンド ライン  スキャナ。 MS-DOS プロンプ ト、
［コマンド  プロンプ ト ］ ウ ィ ンド ウ、 MS-DOS  保護モードで
スキャンを実行するスキャナです。 

� 注 : VirusScan コンポーネン トの詳細については、
『VirusScan 4.5 ユーザーズ ガイ ド  』 の 「VirusScan を構成
するコンポーネン ト 」 を参照して ください。

• ［カスタム インス トール］ を選択して ［次へ >］ をク リ ッ クする
と、 ［カスタム インス トール］ ウ ィンド ウが開きます （図 2-1）。

［カスタム インス トール］ ウ ィ ンド ウでは、 インス トールしない
コンポーネン ト を選択した り、 Mirror ユーティ リ テ ィ を追加する
こ とができます。 このユーティ リ ティ を使用する と、 Network 
Associates FTP サイ トの ミ ラーリ ングを行う こ とができます。 ま
た、 このウ ィンド ウでは、 スク リーン  セーバーの起動時にスキャ
ンを実行するスク リーン スキャンを追加した り、 エマージェン
シー ディ スク  ユーティ リ ティが追加できます。 このユーティ リ
ティは、 ウ ィルスに感染していない環境でコンピュータを起動す
るためのフロ ッピー ディ スクを作成します。 

a. 追加または除外するコンポーネン ト を指定します。

図 2-1. イ ンス ト ール ウ ィ ザー ド  
（［カス タム イ ンス ト ール］ ウ ィ ン ド ウ）
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• コンポーネン ト を追加するには、 名前の横の  をク
リ ッ ク して、 次の項目を選択します。

 この機能をローカル ハードディ スクにインス トール
します

• コンポーネン ト とそれに関連するすべてのモジュールを
インス トールするには、 次の項目を選択します。

 この機能とすべてのサブ機能をローカル ハードディ
スクにインス トールします
このオプシ ョ ンは、 コンポーネン トに関連するモジュー
ルがある場合に使用できます。

• コンポーネン ト を削除するには、 名前の横の  をク
リ ッ ク して、 次の項目を選択します。

 インス トールしません

� 注 : VirusScan セッ ト アップ ユーティ リ ティでは、上の項
目以外のメニューはサポート していません。 VirusScan 
コンポーネン トはネッ ト ワーク経由では実行できませ
ん。 また、 VirusScan には、 必要なと きにインス トール
できるコンポーネン トはあ り ません。

b. インス トール先に別のディ スクやディ レク ト リ を指定するこ
とができます。 ［変更］ をク リ ッ ク して、 使用する ド ラ イブま
たはディ レク ト リ を指定します。 

c. ［ディ スク使用量］ をク リ ッ クする と、 ローカル ディ スクの空
き容量と  VirusScan に必要な容量が表示されます。 空き容量
の少ないド ライブは強調表示されます。

8. 選択が完了したら、 ［次へ >］ をク リ ッ ク して ［インス トール］ を選択
し、 ファ イルのコピーを開始します。 

9. インス トールが完了したら、 ［McAfee VirusScan 設定］ ウ ィンド ウで選
択を行います。 次のいずれかを選択します。

• 起動時にブート  レコードをスキャン 
Windows 95 または Windows 98 の場合、 これを選択する と、 システ
ムの起動時にディ スクのブートセクタがスキャンされるよ うに、
AUTOEXEC.BAT ファ イルが修正されます。

• エマージェンシー ディ スクを作成
カスタム  インス トールで ［エマージェンシー ディ スクを作成］ を
選択する と、 インス トールの完了時にエマージェンシー ディ スク
が作成できます。
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• インス トール後にデフォルトのウイルス検査を実行
インス トールの完了後、 オンデマンド  スキャナがローカル ド ラ イ
ブ上のファ イルをスキャンします。

10. 選択が終了したら、 ［次へ >］ をク リ ッ ク します。 スキャナがシステム  
メモ リ を自動的に検査し、 ［ウイルス定義ファイルのアップデート ］
ウ ィ ンド ウが開きます。 

11. アップデート  オプシ ョ ンを選択します。

• 自動アップデート を今すぐ実行。 このオプシ ョ ンを選択する と、
自動アップデートのデフォルトの設定に従って、 Network 
Associates FTP サイ トから最新の差分 .DAT ファ イルがダウンロー
ド されます。 アップデート  サイ ト をネッ ト ワーク上に設定してい
ない場合や、 プロキシ サーバの設定を行う必要がない場合には、
このオプシ ョ ンを選択して ください。 これによ り、 最新の .DAT
ファ イルでスキャンを実行するこ とができます。

このオプシ ョ ンを選択して ［次へ >］ をク リ ッ クする と、 自動
アップデートが開始し、 必要に応じて .DAT ファ イルがアップ
デート されます。 

• 自動アップデート を今すぐ設定。 このオプシ ョ ンを選択する と、
［自動アップデート ］ ダイアログボッ クスが開き、 ファ イルをダウ
ンロードするアップデート  サイ ト を追加した り、 設定するこ とが
できます。 ネッ ト ワーク上のサーバから最新の .DAT ファ イルを
ダウンロードする場合や、 McAfee Web サイ トへのアクセス方法を
変更する場合 （ファ イアウォールやプロキシ サーバの設定） に
は、 このオプシ ョ ンを選択して ください。

このオプシ ョ ンを選択して ［次へ］ をク リ ッ クする と、 ［自動アッ
プデート ］ ページが表示されます。 自動アップデートの設定方法
については、 第 3 章、 「.DAT ファ イルのアップデート 」 の 35 ペー
ジ以降を参照して ください。

• 後でアップデート。 このオプシ ョ ンを選択する と、 アップデート
操作がスキップされます。 最新の .DAT ファ イルを後でダウン
ロードするよ うに自動アップデート を設定し、 スケジュールする
こ とができます。 タスクのスケジュール方法については、
『VirusScan v4.5 ユーザーズ ガイ ド』 の第 6 章、 「スケジュール タス
クの作成と設定」 を参照して ください。

12. ［次へ >］ をク リ ッ クする と、 インス トールの最後のウ ィンド ウが表示
されます。 インス トールが完了する と、 VirusScan が自動的に開始しま
す。 
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ソ フ ト ウェ アの変更と削除
VirusScan が使用しているバージ ョ ンの Microsoft Windows Installer では、ロー
カル ワークステーシ ョ ンにインス トールされた VirusScan の変更と削除が実
行できます。 

VirusScan の変更や削除を行うには、 次の手順に従って く ださい。

1. ［スタート ］ メニューの ［設定］ から ［コン ト ロール パネル］ を選択し
ます。

2. ［アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除］ をダブルク リ ッ ク します。

3. リ ス トから  "McAfee VirusScan" を選択して ［追加と削除］ をク リ ッ ク
します。 ウ ィザードが起動します。

� 注 : Windows 2000 Professional の場合には、 プログラムの追加と削
除に別々のボタンが用意されています。 ［削除］ を選択する と、 プ
ログラムの削除がすぐに開始します。

4. ［次へ >］ をク リ ッ ク します。 ［プログラムのメンテナンス］ ウ ィ ンド ウ
で、 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

• ［変更］。 VirusScan コンポーネン ト を個別に追加または削除しま
す。 ［カスタム  インス トール］ ウ ィンド ウが開き、 追加または削
除するコンポーネン ト を選択するこ とができます。

• ［削除］。 コンピュータから完全に削除します。 
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設定の保存
インス トールで VirusScan 4.0.3 が検出される と、 ［以前のバージ ョ ンが見つ
かり ました］ ウ ィ ンド ウが表示されます。 こ こで、 前のバージ ョ ンの設定を
保存するこ とができます。 保存できる設定は次のとおりです。

結果 バージ ョ ン 4.0.3 の設定 バージ ョ ン 4.5 の設定

保存 オンアクセス  スキャンの設定 

注 : これらの設定は保存され、

VirusScan 4.5.1 システム スキャン モ
ジュールで使用されますが、 他のモ
ジュールには適用されません。

• ユーザが指定したスキャン対象の
拡張子リ ス ト

• オンデマンド  スキャンの設定 
• オンアクセス  スキャンの設定 
• 定義されたスキャン タスク

• アラート  オプシ ョ ン

保存されない • 製造元が設定したスキャン対象の
拡張子リ ス ト

• ユーザが指定したログ ファ イルの
名前またはパス名

• ユーザが指定したインス トール場
所

• アップデート またはアップグレー
ドで使用される  URL または FTP

• アラート  オプシ ョ ン

• オンデマンド  スキャンの設定 
• 定義されたスキャン タスク

• 製造元が設定したスキャン対象の
拡張子リ ス ト

• ユーザが指定したログ ファ イルの
名前またはパス名

• ユーザが指定したインス トール場
所

• アップデート またはアップグレー
ドで使用される  URL または FTP
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コンピュータの再起動が必要な場合
通常、 この リ リースの VirusScan はインス トール後すぐに使用するこ とがで
きます。 コンピュータの再起動は必要あ り ません。 ただし、 Microsoft 
Installer （MSI） がファ イルの置換や初期化を必要と した り、 インス トールさ
れている前のバージ ョ ンの McAfee 製品を削除しないと  VirusScan が正常に
実行できない場合があ り ます。 この要件は、 サポート される  Windows プ
ラ ッ ト フォームによって異なり ます。 このよ う な場合、 インス トール中また
はインス トール後にシステムの再起動が要求されます （MSI ファ イルがイン
ス トールされた場合には、 インス トール中に要求されます）。

� ヒ ン ト : 再起動が必要になる と、次のレジス ト リ  キーに値 “1” が設
定されます。 
HKEY_LOCAL_MACHINE
SOFTWARE
Network Associates
TVD
VirusScan

RebootNeeded

コンピュータの再起動が必要になる場合は次のとおりです。

状況 Windows 95/98/ME Windows NT/2000

前のバージ ョ ンの VirusScan と互換

性のない製品は、 コンピュータに

インス トールされていない

Novell Client32 for 
NetWare がインス トー

ルされていなければ、

再起動は不要です。

再起動が必要

前のバージ ョ ンの VirusScan がコン

ピュータにインス トールされてい

る

再起動が必要 再起動が必要

互換性のない製品がコンピュータ

にインス トールされている

再起動が必要であれ

ば、 プロンプ トが表示

されます。

再起動が必要であれ

ば、 プロンプ トが表示

されます。

Microsoft Installer （MSI） v1.0 がコ

ンピュータにインス トールされて

いる

MSI ファ イルがインス

トールされる と再起動

が要求されます。 再起

動後、 インス トールが

継続します。

MSI ファ イルがインス

トールされる と再起動

が要求されます。 再起

動後、 インス トールが

継続します。

Microsoft Installer v1.11 がコン

ピュータにインス トールされてい

る

Windows 98 SE または

ド ライバか .DLL ファ

イルが使用されている

場合を除いて、 再起動

は不要です。

再起動は不要です。

DAT ファイル アップデート 再起動は不要です。 再起動は不要です。
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McAfee SuperDAT ユーティ リ ティ

によるスキャン エンジンのアップ

デート

再起動は不要です。 再起動は不要です。

次のレジス ト リ  キーが Windows 
NT システムに存在しない

HKLM\SYSTEM\CurrentControlSet\S
ervices\NaiFiltr

N/A Windows NT の場合に

は再起動が必要

Windows 2000 には適用

されません

* 通常、 再起動は VirusScan バージ ョ ン 4.0.1、 4.0.2、 4.0.3 の削除

後や MSI 1.0 のインス トール後に要求されますが、 コマンド ラ

インからインス トールする場合に、 次のプロパティを使用する
と、 再起動をしないよ うに設定するこ とができます。

FORCEINSTALL = True
コマンド ラ イン  オプシ ョ ンを使用した VirusScan  のインス トー

ル方法については、 『VirusScan 4.5.0 管理者ガイ ド』 を参照して

ください。

状況 Windows 95/98/ME Windows NT/2000
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3.DAT フ ァ イルのア ッ プデー ト
概要
この章では、 ネッ ト ワーク経由で最新のウイルス定義ファ イル （.DAT ファ
イル） をコンピュータにダウンロードする方法の変更点について説明しま
す。 一般に、 この設定手順は、 Windows Server のネイティブ環境または 
ePolicy Orchestrator 環境のインタフェースを使用する場合に適用されます。
ただし、 ePolicy Orchestrator 環境には、 ［参照］ または ［デフォルト ］ ボタン
に関する記述は適用されません。 

� 注 : この章の内容は、 VirusScan バージ ョ ン 4.5 マニュアルの次のセク
シ ョ ンにある手順を改訂したものです。

• 『ユーザーズ ガイ ド』 の第 7 章、 「DAT の自動アップデートの理
解」 と 「DAT の自動アップデートの設定」 

• 『管理者ガイ ド』 の第 6 章、 「DAT の自動アップデートの理解」 と
「DAT の自動アップデートの設定」

• 『コンフ ィグレーシ ョ ンガイ ド （ePolicy Orchestrator 用）』 の第９
章、 「ウイルス定義ファイルのアップデート 」 と 「アップデート  
オプシ ョ ンの詳細設定」

ウイルス定義ファ イルは Network Associates FTP サイ ト
（ftp.nai.com/virusdefs/4.x） にあ り ます。 このサイ トには、 3 種類の .DAT ファ
イルが用意されています。 

• 通常の .DAT ファ イル。 DAT-XXXX.ZIP （または DAT-XXXX.TAR） と
い う ラベルが付いています。 XXXX は .DAT ファ イルのバージ ョ ンで
す。

• SuperDAT ファ イル。 SDATXXXX.EXE とい う ラベルが付いています。 
SuperDAT は .DAT ファ イルを XXXX というバージ ョ ンの .DAT ファ イ
ルにアップデートするユーティ リ ティです。 現在使用しているスキャ
ン エンジンよ り も新しいエンジンが Network Associates サイ トにある場
合には、 スキャン  エンジンもアップグレード されます。

• 差分 .DAT ファ イル。 XXXXXXXX.UPD とい う ラベルが付いています。
差分 .DAT ファ イルは、 現在使用されている  .DAT ファ イルが提供され
てから最新の .DAT ファ イルが提供されるまでのファ イルです。 最初の
4 桁の X は現在コンピュータで使用されている  .DAT のバージ ョ ンを表
します。次の 4 桁の X は、最新の .DAT ファ イルのバージ ョ ンを表しま
す。 
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.DAT フ ァ イルのア ッ プデー ト
FTP サイ トにも 2 つの *.INI ファ イルがあ り ます。 自動アップデートは、 こ
れらのファ イルを参照し、 アップデートが必要な範囲と、 コンピュータの自
動アップデートの設定に基づいて、 有効なアップデート  パターンを選択し
ます。 次のアップデート  パターンがあ り ます。

• スキャン  エンジンはアップグレードせずに、 使用中の .DAT ファ イル
をすべて置換する

• すべての .DAT ファ イルを置換し、 スキャン  エンジンもアップグレー
ドする

• 最新の状態にするために必要な差分変更のみを組み込む

次の *.INI ファ イルがあ り ます。

• UPDATE.INI。 Network Associates FTP サイ トで利用できる最新の .DAT 
ファ イルと スキャン  エンジンが記述されています。 自動アップデート
は、 このファ イルを参照して、 アップデートの対象と使用可能なファ
イルを識別します。

• DELTA.INI。 使用中のファイルを最新の状態にするために必要な差分 
.DAT ファ イルが記述されています。

.DAT の自動アップデート  ユーティ リ ティは、 必要なファイルをダウンロー
ド し、 オンアクセス  スキャナを停止して最新のファイルをインス トールし
ます。 インス トール後、 オンアクセス  スキャナが再開し、 スキャナは最新
のファイルを使用します。

この リ リースでは、 Network Associates FTP サイ トの ミ ラーリ ングを行う イン
タフェースが追加されました。 この ミ ラーリ ング機能については、 第 4 章、
「Network Associates アップデート  サイ トの ミ ラーリ ング」 の 47 ページ以降を
参照して ください。

ネッ ト ワーク上に Mirror サイ ト を作成するには、 次の操作が必要になり ま
す。

• 自動アップデート と ミ ラーリ ング タスクを設定します。 タスクの設定
順序は重要ではあ り ません。

• 適切な時間帯に自動アップデート と ミ ラーリ ングが実行されるよ うに、
スケジュールします。 自動アップデートで最新の .DAT ファ イルが選択
されるよ うにするには、 ミ ラーリ ングを先に実行し、 その完了後に自
動アップデート を実行するよ うにして ください。
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.DAT フ ァ イルのア ッ プデー ト
自動ア ッ プデー ト の設定
自動アップデートの設定には 4 つのプロセスがあ り ます。

• 「自動アップデートの開始」。 詳細については、 以下の情報を参照して
ください。

• 「アップデート  サイ トの定義」。 詳細については、 39 ページを参照して
ください。

• 「アップデートの詳細設定オプシ ョ ンの選択」。 詳細については、 44
ページを参照して ください。

• 「アップデートの記録」。 詳細については、 45 ページを参照して くださ
い。

� ePolicy  Orchestrator ユーザへの注 :  アップデート、 アップグレー
ド、または Mirror タスクを設定して ePolicy Orchestrator で配備する
と きに、 配備先のワークステーシ ョ ンに同じタスクの設定がある
と、 古い設定は上書きされます。 たとえば、 自動アップグレード、
自動アップデート、 または Mirror タスクを定期的に実行するよ う
に設定して、 すぐに実行するアップデート、 アップグレード、 ま
たは Mirror タスクを設定して配備する と （または前のタスク と異
なる優先順位を設定して配備する と）、 ク ラ イアン ト  マシンにあ
る古い設定は新しい設定で上書きされます。 古い設定を復元する
には、 そのタスクを再度設定して配備する必要があ り ます。

自動ア ッ プデー ト の開始

［自動アップデート ］ ページは、 VirusScan コンソールまたは ePolicy 
Orchestrator のどちらを使用しても表示するこ とができます。 外観は異なり
ますが、 同じ機能が実行できます。

VirusScan コンソールから表示する場合

1. ［スタート ］ メニューから VirusScan コンソールを起動します。

2. ［.DAT の自動アップデート ］ をダブルク リ ッ ク して、 ［タスク  プロパ
ティ］ ダイアログ ボッ クスを開きます。

3. ［設定］ をク リ ッ ク して、 ［自動アップデート ］ ページ （38 ページの図 
3-1） を開きます。
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ePolicy Orchestrator を使用する場合

1. 上部詳細ペインで ［VirusScan 4.5.1 設定］ を選択します。

2. ePolicy Orchestrator ディ レク ト リ  ツ リーで、アップデート  タスクを設定
する対象を選択します。 

3. ディ レク ト リ  ツ リーで対象を右ク リ ッ ク して、 ［タスクのスケジュー
ル］ を選択し、 スケジューラを開きます。

4. ［タス ク］ タブを選択して、 設定するアクティ ビティ を定義します。

5. ［名前］ フ ィールドに、 作成するアップデート  タスクの名前を入力しま
す。 

6. ［ソフ ト ウェア］ フ ィールドで、 タスクを設定するソフ ト ウェアを選択
します。 

7. ［タス クの種類］ フ ィールドで、 ［VirusScan 4.5.1 自動アップデート ］
を選択して、 ［設定］ をク リ ッ ク し、 ［自動アップデート ］ ページを開
きます。

図 3-1. 自動ア ッ プデー ト （［ア ッ プデー ト サイ ト ］ タ ブ）
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.DAT フ ァ イルのア ッ プデー ト
ア ッ プデー ト  サイ ト の定義

.DAT ファ イルと スキャン エンジンをダウンロード元は、最大 16 まで指定す
るこ とができます。

1. ［追加］ をク リ ッ ク して、 ［サイ ト  オプシ ョ ン］ ページ （図 3-2） を開き
ます。 

2. ファ イルの取得方法を選択します。 詳細については、 次のページを参
照して ください。 

• 「FTP サイ トの設定」 の 40 ページ以降

• 「UNC パスの設定」 の 42 ページ以降

• 43 ページの 「ローカル パスの設定」

図 3-2. 自動ア ッ プデー ト （サイ ト  オプシ ョ ン）
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.DAT フ ァ イルのア ッ プデー ト
自動アップデート を実行する と、 ［アップデート  サイ ト ］ ページに表示
される順序でサイ トがアクセスされます。

� 重要 : 通常、 リ ス トに表示されるアップデート  サイ トは Network 
Associates FTP サイ トのレプ リ カにな り ます。 このレプリ カはミ
ラーリ ング機能で作成できます。 この機能を使用する と、 ミ ラー 
ユーティ リ ティで指定した場所からサーバにファイルをダウン
ロードするこ とができます。 この機能の概要については第 4 章、
「Network Associates アップデート  サイ トの ミ ラーリ ング」 を、詳細
については 53 ページの手順 1  を参照して ください。

FTP サイ ト の設定

1. 定義するサイ トの名前を入力し、 ［有効化するサイ ト ］ をオンにしま
す。 

2. FTP サーバの名前とファ イルを保存するディ レク ト リの名前を入力し
ます。 

• デフォルトでは、 Network Associates FTP ダウンロード  サイ トが選
択されています。

• 会社のネッ ト ワークなど、 別の FTP サイ ト を使用するには、 その
サイ トの URL を入力します。 たとえば、
ftp.myserver/install と入力します。

• ダウンロード元を Network Associates FTP サイ トに戻すには、 ［デ
フォルト ］ をク リ ッ ク します。

3. ユーザの認証情報を入力します。

• FTP サイ トで匿名ログインが許可されている場合には （Network 
Associates FTP サイ ト など）、 ［匿名で FTP にログインする］ をク
リ ッ ク します。 

• FTP サイ トでログイン認証が必要な場合には、 ［匿名で FTP にロ
グインする］ をオフにして、 サーバ アクセスに必要なユーザ名と
パスワードを入力します。 入力したパスワードは、 8 つのアスタ
リ スクで表示されます。

4. passive FTP または active FTP を選択します。

• デフォルトは passive FTP です。 この FTP では、 ク ラ イアン トがコ
マンド  セッシ ョ ンとデータ  セッシ ョ ンの両方を開始します。 した
がって、 active FTP とは異なり、 ファ イアウォールが転送に介入し
ません。 

• active FTP 接続を使用するには、 このチェッ クボッ クスをオフにし
ます。
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5. プロキシ情報を指定します。

• プロキシ サーバが必要なネッ ト ワークの場合には ［プロキシ サー
バを使用する］ をオンにして、 プロキシ サーバの名前とポート番
号を入力します。

• プロキシ ソフ ト ウェアを使用する場合には、 最新のバージ ョ ン
（サービスパッ ク も含む） を使用して ください。

6. 設定が完了したら ［OK］ をク リ ッ ク します。
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UNC パスの設定

1. 定義するサイ トの名前を入力し、 ［有効化するサイ ト ］ をオンにしま
す。 

2. UNC の表記法 （\\servername\path） に従って、 アップデート  サイ
トのパス名を入力するか、 ［参照］ をク リ ッ ク して、 ネッ ト ワーク上の
共有ファイルを指定します。 

3. ユーザの認証情報を入力します。

• デフォルトでは、 UNC サイ トへのアクセスには、 現在ログオンし
ているユーザのアカウン トが使用されます。 

• UNC サイ トが NullSessionShare の場合には、 現在ログオンしてい
るすべてのユーザがそのサイ トにアクセスできます。
NullSessionShare については、 43 ページの 「重要」 を参照して くだ
さい。

• UNC サイ トへのアクセスに特別な権限が必要な場合には、 その権
限のあるユーザ アカウン ト を使用して ください。 Windows 95 およ
び Windows 98 では、 現在ログオンしているユーザに共有フォルダ
に対する  “ 読み取り ” 権限が必要です。

• アップデートの実行時に指定したユーザがログオンしていないと、
ローカル システム アカウン トで自動アップデートが実行されま
す。 UNC 共有フォルダが NullSessionShare でなければ、 アップ
デートは失敗します。 NullSessionShare については、 43 ページの
「重要」 を参照して ください。

4. 設定が完了したら ［OK］ をク リ ッ ク します。
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ローカル パスの設定

1. 定義するサイ トの名前を入力し、 ［有効化するサイ ト ］ をオンにしま
す。 

2. ローカル フォルダのパス （たとえば C:\DATS\） を入力するか、 ［参
照］ をク リ ッ ク してアップデート  ファ イルの保存先を選択します。 

3. 設定が完了したら ［OK］ をク リ ッ ク します。

� 重要 : NullSessionShare の使用方法

アクセス時にログインの認証情報が不要な共有フォルダにアップ
デート  ファ イルを置く場合には、 ネッ ト ワーク  セキュ リ ティ を維
持できるよ うに十分に配慮する必要があ り ます。 共有フォルダは
NullSessionShare と指定して ください。 ネッ ト ワーク上に
NullSessionShare を作成する方法については、 他のマニュアルを参
照して ください。 

結果的に NullSessionShare がセキュ リ ティ  ホールになる可能性が
あるため、 Windows NTFS システムにある次のセキュ リ ティ機能
を使用するよ うにして ください。

• ク ラ イアン トには共有フォルダに対する  “読み取り ” と  “検索” 
権限のみを許可する。

• 共有フォルダのあるサーバには、 “ 書き込み ” 権限を許可す
る。

• 共有フォルダで受け入れ可能なメ ッセージ数を設定する。

• NTFS 監査機能を使用する。
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ア ッ プデー ト の詳細設定オプシ ョ ンの選択

アップデートにはいくつかの詳細設定があ り ます。

1. ［拡張アップデート  オプシ ョ ン］ タブ （図 3-3） で詳細設定オプシ ョ ン
を指定します。 

2. 次のいずれかの機能を選択します。

• 現在の .DAT ファ イルを保存する。 現在使用中の .DAT ファ イルの
拡張子を .SAV に変更してから、 新規ファイルをインス トールし
ます。 

• 最新のスキャン  エンジンが存在している場合は更新する。 最新の
スキャン  エンジンがある場合には、 既存のスキャン エンジンと置
換します。

• アップデート を強制実行する。 このチェッ クボッ クスは、 次の場
合にオンにします。

– 現在の .DAT ファ イルを前のバージ ョ ンに戻す場合。 新しい 
.DAT ファ イルが正常に機能しない場合に、 一時的な処置と
してこのアクシ ョ ンを実行するこ とができます。

– 特定のワークステーシ ョ ンにある最新の .DAT ファ イルが壊
れていたり、 CLEAN.DAT など必要なファ イルが削除された
ために正常に動作しない場合。

図 3-3. 自動ア ッ プデー ト  
（［拡張アップデート  オプシ ョ ン］ タ ブ）
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� ヒ ン ト : エンジンはアップグレードせずに .DAT ファ イルだけを強
制的にアップデートするには、 ［アップデート を強制実行する］ を
オンにして、 ［最新のスキャン エンジンが存在している場合は更
新する］ をオフにします。

• アップデート完了後プログラムを実行する。 自動アップデートの
終了後に別のプログラムを開始します。 

– 実行するプログラムのパス名を入力するか、 ［参照］ をク リ ッ
ク してプログラムを検索します。

– アップデートに失敗したと きにプログラムを実行しないよ う
にするには、 ［アップデートが完了した場合にのみ実行］ をオ
ンにします。 

� 重要 : 現在ログオンしているユーザが実行できないプログラ
ムは指定できません。 現在ログオンしているユーザがプログ
ラム ファ イルのあるフォルダにアクセスできない場合や、 ロ
グオンしているユーザがいない場合には、 プログラムは実行
されません。

ア ッ プデー ト の記録
アップデート  イベン ト を記録するログ ファ イルをセッ ト アップするこ とが
できます。

1. ［ログ］ タブ （図 3-4） でロギング機能を設定します。 
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2. ［ログへの記録］ が選択され、 ロギング機能が有効になっているかど う
か確認します。

• ログ ファ イルの名前は UPDATE.TXT です。 デフォルトのパスは
次のとおりです。

<drive>:\Program Files\Network 
Associates\VirusScan\

• 必要であれば、 別の名前またはパスが入力できます。

3. ログ ファ イルのサイズを指定します。

• ログ ファ イルの最大サイズは 999 KB です。 10KB から 999KB ま
での値を入力して ください。

• ログ ファ イルのデータが、 ログ ファ イルに設定した制限を超える
と、 新しい情報を記録するため、 古い順から 20% のログ テキス ト
が削除されます。 ログ ファ イルのサイズに制限を設定しないと、
ログ ファ イルの存在する ド ラ イブのすべての空き容量を使用して
しま う危険性があ り ます。

4. ロギングの範囲を指定します。

• ［詳細な内容をログに記録する］ をオンにする と、 操作の詳細が記
録されます。 

• タスクの開始と終了だけを記録するには、 このチェッ クボッ クス
をオフにします。

5. ログ オプシ ョ ンの設定が完了したら ［OK］ をク リ ッ ク します。 

図 3-4. 自動ア ッ プデー ト （［ログ］ タ ブ）
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4Network Associates ア ッ プ
デー ト  サイ ト のミ ラーリ ング
概要
この章では、 Network Associates FTP アップデート  サイ トの ミ ラー イ メージ
を社内のネッ ト ワーク内に作成する方法について説明します。 この機能は、
この リ リースで追加された機能です。 一般に、 Mirror サイ トのセッ ト アップ
は、 ネッ ト ワーク管理者の責任で行われます。 エンドユーザは自動アップ
デートの設定は行いますが、 通常、 ミ ラーリ ング タスクの設定は行いませ
ん。

一般に、 この設定手順は、 Windows Server のネイティブ環境または ePolicy 
Orchestrator 環境のインタフェースを使用する場合に適用されます。 ただし、
ePolicy Orchestrator 環境では、 ［参照］ または ［デフォル ト ］ ボタンに関する
記述は適用されません。 

重要 : ミ ラーリ ング機能を使用する場合には、 セッ ト アップ ウ ィザー
ドで VirusScan をインス トールする と きにカスタム  インス トールを実行
して ください。 カスタム インス トールで ［Mirror Task］ を選択するに
は、 ツ リー ビューの VirsuScan コンソールを展開して、 自動アップ
デート を表示します。 ［Mirror Task］ アイコンをク リ ッ ク して、 ［この
機能をローカルハード ド ライブにインス トールします］ を選択します。
カスタム  インス トールの詳細については、 27 ページを参照して くださ
い。

各コンピュータが自由にインターネッ トにアクセスできるよ う な比較的小規
模なネッ ト ワーク環境では、 各コンピュータから Network Associates FTP サ
イ トに直接アクセスして、 アップデート  ファ イルを取得するこ とができま
す。 しかし、 インターネッ トにアクセスできないコンピュータがある場合、
このよ う な方法は現実的ではあ り ません。 また、 多くのコンピュータがリ
モートの外部ソース （Network Associates FTP サイ ト など） からファ イルをダ
ウンロードするよ う な環境では、 効率的ではあ り ません。

この リ リースの VirusScan では、 比較的規模の大きいネッ ト ワーク環境
（ePolicy Orchestrator で管理されるネッ ト ワーク も含む） 向けの機能が搭載さ
れています。 この機能を使用する と、 企業のネッ ト ワーク上に 1 つ以上のサ
イ トが作成できます。 各サイ トが、 .DAT ファ イルのある  Network Associates 
FTP サイ トのレプ リ カにな り ます。 これによ り、 ネッ ト ワーク上のコン
ピュータから Mirror サイ トにアクセスしてファ イルをダウンロードするこ と
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ができます。 この方法では、 コンピュータがインターネッ トにアクセス可能
かど うかに関係なく、 ネッ ト ワーク上のコンピュータをアップデートするこ
とができます。 また、 Network Associates FTP サーバよ り も近くにあるサーバ
にアクセスするこ とで、 アクセス時間やダウンロード時間を短縮するこ とが
できます。 

Mirror ユーティ リ ティは、 以前に自動アップデートで選択できた ［後で使用
するためにアップデート  ファ イルを保存する］ オプシ ョ ンと同じ機能が実
行できます。

ネッ ト ワーク上に Mirror サイ ト を作成するには、 次の操作が必要になり ま
す。

• 自動アップデート と ミ ラーリ ング タスクを設定します。 タスクの設定
順序は重要ではあ り ません。

• 適切な時間帯に自動アップデート と ミ ラーリ ングが実行されるよ うに
スケジュールします。 自動アップデートで最新の .DAT ファ イルが選択
されるよ うにするには、 ミ ラーリ ングを先に実行し、 その完了後に自
動アップデート を実行するよ うにして ください。

ミ ラーリ ングの設定
ミ ラーリ ングの設定には 4 つのプロセスがあ り ます。

• 「Mirror ユーティ リ ティの開始」 詳細については、 以下の情報を参照し
て ください。

• 「Mirror サイ トの定義」。 詳細については、 50 ページを参照して くださ
い。

• 「宛先フォルダの定義」。 詳細については、 53 ページを参照して くださ
い。

• 「 ミ ラーリ ングの記録」。 詳細については、 54 ページを参照して くださ
い。

� 注 : McAfee ePolicy Orchestrator で ミ ラーリ ングを設定する方法につ
いては、 37 ページの 「注」 を参照して ください。
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Mirror ユーテ ィ リ テ ィ の開始

［VirusScan Mirror サイ ト ］ ページは VirusScan コンソールまたは ePolicy 
Orchestrator のいずれかから表示するこ とができます。 外観は異なり ますが、
どちらからページを表示しても、 同じ機能が実行できます。

VirusScan コンソールから表示する場合

1. ［スタート ］ メニューから  VirusScan コンソールを起動します。

2. ［Mirror］ をダブルク リ ッ ク して、 ［タスク  プロパティ］ ダイアログ 
ボッ クスを開きます。

3. ［設定］ をク リ ッ ク して、 ［VirusScan Mirror サイ ト ］ ページ （図 4-1）
を開きます。

ePolicy Orchestrator を使用する場合

1. 上部詳細ペインで ［VirusScan 4.5.1 設定］ を選択します。

2. ePolicy Orchestrator ディ レク ト リ  ツ リーで、 ミ ラーリ ング タスクを設定
する対象を選択します。 

3. ディ レク ト リ  ツ リーで対象を右ク リ ッ ク して、 ［タスクのスケジュー
ル］ を選択し、 ［スケジューラ］ ダイアログボッ クスを開きます。

4. ［タス ク］ タブを選択して、 設定するアクティ ビティ を定義します。

5. ［名前］ フ ィールドに、 作成する ミ ラーリ ング タスクの名前を入力しま
す。 

図 4-1. ミ ラー リ ング （［ソースサイ ト ］ タ ブ）
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6. ［ソフ ト ウェア］ フ ィールドで、 タスクを設定するソフ ト ウェアを選択
します。 

7. ［タス クの種類］ フ ィールドで、 ［VirusScan 4.5.1 モニタ］ を選択して、
［設定］ をク リ ッ ク し、 ［Mirror］ ページを開きます。

Mirror サイ ト の定義

.DAT ファ イルと スキャン エンジンをダウンロードする Mirror サイ トは、 最
大 16 まで指定するこ とができます。

1. ［追加］ をク リ ッ ク します。 ［サイ ト  オプシ ョ ン］ ページ （図 4-2） が開き
ます。 

2. ファ イルの取得方法を選択します。 詳細については、 次のページを参
照して ください。 

• 「FTP サイ トの設定」 （51 ページ以降）

• 「UNC パスの設定」 （52 ページ以降）

• 「ローカル パスの設定」 （52 ページ）

ミ ラーリ ングを実行する と、 ［VirusScan Mirror サイ ト ］ ページに表示
される順序でサイ トがアクセスされます。

図 4-2. ミ ラー リ ング （サイ ト  オプシ ョ ン）
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FTP サイ ト の設定

1. 定義するサイ トの名前を入力し、 ［有効化するサイ ト ］ をオンにしま
す。 

2. FTP サーバの名前とファ イルを保存するディ レク ト リの名前を入力し
ます。 

• デフォルトでは、 Network Associates FTP ダウンロード  サイ トが選
択されています。

• 会社のネッ ト ワークなど、 別の FTP サイ ト を使用するには、 その
サイ トの URL を入力します。 たとえば、
ftp.myserver/install と入力します。

• ダウンロード元を  Network Associates FTP サイ トに戻すには、 ［デ
フォルト ］ をク リ ッ ク します。

3. ユーザの認証情報を入力します。

• FTP サイ トで匿名ログインが許可されている場合には （NAI FTP 
サイ ト など）、 ［匿名で FTP へログインする］ をク リ ッ ク します。 

• FTP サイ トでログイン認証が必要な場合には、 ［匿名で FTP へロ
グインする］ をオフにして、 サーバ アクセスに必要なユーザ名と
パスワードを入力します。 入力したパスワードは、 8 つのアスタ
リ スクで表示されます。

4. passive FTP または active FTP を選択します。

• デフォルトは passive FTP です。 この FTP では、 ク ラ イアン トがコ
マンド  セッシ ョ ンとデータ  セッシ ョ ンの両方を開始します。 した
がって、 active FTP とは異なり、 ファ イアウォールが転送に介入し
ません。 

• active FTP 接続を使用するには、 このチェッ クボッ クスをオフにし
ます。

5. プロキシ情報を指定します。

• プロキシ サーバが必要なネッ ト ワークの場合には ［プロキシ サー
バを使用する］ をオンにして、 プロキシ サーバの名前とポート番
号を入力します。

• プロキシ ソフ ト ウェアを使用する場合には、 最新のバージ ョ ン
（サービスパッ ク も含む） を使用して ください。

6. 設定が完了したら ［OK］ をク リ ッ ク します。
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UNC パスの設定

1. 定義するサイ トの名前を入力し、 ［有効化するサイ ト ］ をオンにしま
す。 

2. UNC の表記法 （\\servername\path） に従って、 アップデート  ファ
イルのサイ トのパス名を入力するか、 ［参照］ をク リ ッ ク して、 ネッ ト
ワーク上の共有ファイルを指定します。 

3. ユーザの認証情報を入力します。

• デフォルトでは、 UNC サイ トへのアクセスには、 現在ログオンし
ているユーザ アカウン トが使用されます。 

• UNC サイ トが NullSessionShares の場合には、 現在ログオンしてい
るすべてのユーザがそのサイ トにアクセスできます。
NullSessionShares については、 47 ページの 「重要」 を参照して く
ださい。

• UNC サイ トへのアクセスに特別な権限が必要な場合には、 その権
限のあるユーザ アカウン ト を使用して ください。 Windows 95 およ
び Windows 98 では、 現在ログオンしているユーザに共有フォルダ
に対する  “ 読み取り ” 権限が必要です。

• ミ ラーリ ングの実行時に、 指定したユーザがログオンしていない
と、 ローカル システム  アカウン トで ミ ラーリ ングが実行されま
す。 UNC 共有フォルダが NullSessionShares でなければ、 ミ ラーリ
ングは失敗します。 NullSessionShares については、 47 ページの
「重要」 を参照して ください。

4. 設定が完了したら ［OK］ をク リ ッ ク します。

ローカル パスの設定

1. 定義するサイ トの名前を入力し、 ［有効化するサイ ト ］ をオフにしま
す。 

2. ローカル フォルダのパス （たとえば C:\DATS\） を入力するか、 ［参
照］ をク リ ッ ク してアップデート  ファ イルを保存する場所を選択しま
す。 

3. 選択が完了したら ［OK］ をク リ ッ ク します。
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宛先フ ォルダの定義

アップデート  ファ イルのあるフォルダのローカル パスを指定します。

1. ［宛先］ タブ （図 4-3） を選択します。

［宛先］ タブでは、 指定したサイ ト （［ソース  サイ ト ］ ページに表示さ
れます） から取得した .DAT ファ イルを保存するローカル フォルダの
パスを指定できます。 ファ イルが取得されるのは、 次のいずれかの場
合です。

• 宛先フォルダに存在しない新規ファイルがある。

• 宛先フォルダにあるファ イルと同じ名前の新規ファ イルがある。

2. この手順で、 定義する各 Mirror サイ ト を設定します。

� 重要 : 宛先がローカル コンピュータでない場合には、 ネッ ト ワー
ク上のド ライブをマッピングする必要があ り ます。 マッピングさ
れたネッ ト ワーク  ド ラ イブはユーザがシステムにログオンしてい
ないと使用できません。 したがって、 タスクが開始する と きに、
ユーザがログオンしていないと、 ミ ラーリ ング タスクは実行され
ません。

図 4-3. VirusScan Mirror サイ ト （［宛先］ タ ブ）
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ミ ラーリ ングの記録

ミ ラーリ ング イベン ト を記録するログ ファ イルをセッ ト アップするこ とが
できます。

1. ［ログ］ タブ （46 ページの図 3-4 ） を選択して、 ロギング機能を設定し
ます 。 

2. ［ログへの記録］ が選択され、 ロギング機能が有効になっているかど う
か確認します。

• ログ ファ イルの名前は UPDATE.TXT です。 デフォルトのパスは次
のとおりです。

<drive>:\Program Files\Network 
Associates\VirusScan\

• 必要であれば、 別の名前またはパスが入力できます。

3. ログ ファ イルのサイズを指定します。

• ログ ファ イルの最大サイズは 999 KB です。 10 KB から 999 KB ま
での値を入力して ください。

• ログ ファ イルのデータが、 ログ ファ イルに設定した制限を超える
と、 新しい情報を記録するため、 古い順から  20% のログ テキス ト
が削除されます。 ログ ファ イルのサイズに制限を設定しないと、
ログ ファ イルの存在する ド ラ イブのすべての空き容量を使用して
しま う危険性があ り ます。

4. ロギングの範囲を指定します。

• ［詳細な内容をログに記録する］ を選択する と、 操作の詳細が記録
されます。 

• タスクの開始と終了だけを記録するには、 このチェッ クボッ クス
をオフにします。 

5. ログ オプシ ョ ンの設定が完了したら ［OK］ をク リ ッ ク します。 
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